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先端エネルギー⼯学専攻 

［１］先端エネルギー⼯学専攻の概要 
エネルギーとは，物体が仕事をする能⼒を表すことばです．あらゆるシステムが機能するため，また⽣

命体が⽣存するためには，エネルギーを⽣産あるいは摂取し，変換，貯蔵，輸送し，活⽤する機構が必要
です．  

先端エネルギー⼯学専攻では，「エネルギー」をキーワードとして，先端物理，材料，機器，制御，シス
テム，環境の諸問題を総合的にとらえた教育・研究を⾏います． 中⼼となる主題は，超⾼温状態（プラズ
マ）や⾼エンタルピー状態など，物質の極限状態におけるエネルギーの発⽣，利⽤と制御，極限構造材料
設計，また電気エネルギー，電磁エネルギー，電磁波エネルギー，光エネルギーといった様々な形態をと
るエネルギーの効率的な利⽤，貯蔵，環境適合性，さらに新たなエネルギー源と⾼度なエネルギー利⽤の
可能性がもたらす未来社会の設計です．  

今⽇の科学技術に対して社会から強く求められている課題の⼀つは，⼈類が⽣存し⾼度な⽂明社会を築
いてゆくために必須の「エネルギー」を，科学の視点から総合的に捉え，いろいろな分野で分散的に研究・
開発されてきた技術を融合させ，社会と調和した発展を図ることです．  

本専攻は，エネルギー変換システム講座，システム電磁エネルギー講座，プラズマ理⼯学講座，核融合
エネルギー⼯学講座，融合デザイン学講座（基盤科学領域創成研究教育プログラム），宇宙エネルギーシ
ステム講座（連携講座），先端電気エネルギーシステム講座（連携講座），深宇宙探査講座第⼆（連携講座），
核融合エネルギー科学講座第⼀（連携講座），「SDGs を実現するモビリティ技術のオープンイノベーショ
ン」（社会連携講座），「EV 協調型サーマルシステム⼯学」（社会連携講座）からなる学融合的な教育研究
体制をとり，未来のエネルギー計画について具体的な可能性をイメージした先端的・独創的な研究・技術
開発を⾏うことができる⼈材養成を⽬指しています． 

 

［２］研究室紹介 
基幹講座 
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基幹講座（つづき） 
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基幹講座（つづき） 
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基幹講座（つづき） 
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連携講座 
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連携講座（つづき） 
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連携講座（つづき） 
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社会連携講座 

  

 

  

【核融合研究教育プログラム】 

先端エネルギー⼯学専攻に所属する研究室のうち，⼭⽥弘司，⼩野靖，⼩野亮，井通暁，梶⽥信，洲鎌英
雄，坂本隆⼀，⻄浦正樹，宇佐⾒俊介，⽥辺博⼠，齋藤晴彦の各研究室は，本研究科が実施する核融合研究
教育プログラム（以降，核融合プロ）にも所属している．核融合プロを希望する受験⽣は，指導を希望する
教員が所属する専攻の調査票を⽤いて出願し，同専攻の⼊学試験を受験すること．例えば，当専攻（先端
エネルギー⼯学）に所属する教員の指導を希望し，核融合プロを希望する場合は，先端エネルギー⼯学専
攻の⼊試に出願し，先端エネルギー⼯学専攻の⼊学試験を受験する．合否判定は，先端エネルギー⼯学専
攻の受験者全体の中で（核融合プロ以外の受験者を含む），成績順位に基づき⾏われる．⼊学後は，先端エ
ネルギー⼯学専攻に所属し，核融合プロのカリキュラムを履修することで核融合研究に必要な科⽬を重点
的に履修できる．なお，出願時に核融合プロを希望しなかった場合は，合格後，核融合プロを希望しても
原則的に受け⼊れないので注意すること． 

詳細については，本案内書及び核融合研究教育プログラム案内書およびホームページ http://www. k.u-
tokyo.ac.jp/fusion-pro/を参照のこと． 
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［３］修士課程(一般入試・外国人等特別選考)入学試験 

・入試日程 A 

１．基礎学力試験 
(1) 英語 

TOEFL（iBT Home Edition を含む，MyBest スコアは受け付けない）あるいは TOEIC の公式スコアシートを有効とす
る．スコアシートは，出願手続き時に提出するか，2022 年 8 月 4日（木）までにオンライン出願サイトから提出とす
る．提出方法については[6]入学試験受験者心得と研究科の募集要項も参照すること． 

(2) 学部成績 

選考にあたり学部の成績を参考にするため，小論文の提出と同時に，学部成績に対して本専攻の定める方法で計算
した GPA を提出すること．GPA の提出がなければ不合格とする．計算方法の詳細は，受験票受け渡し後に通知する． 

(3) 専門科目（小論文） 

専門科目の課題と解答用紙は各受験者へ受験票受け渡し後に通知するので，与えられた課題に関する小論文を解答
用紙に書いて，指定された方法（後日通知）で 8 月 4 日(木)までに送付すること．小論文の提出がなければ不合格と
する．第２次試験時に解答原本あるいはコピーを用意すること．なお，7月 20 日(水)までに課題および解答用紙が届
かない場合は，専攻入試委員（E-mail: ae-nyushi@apsl.k.u-tokyo.ac.jp）まで照会すること． 

２．口述試験（オンラインで実施する） 
(1) 基礎学力口述試験 学部等での講義内容に関する試問や基本的な問題をその場で解かせるなどして素養を見る．問

題の範囲は数学（線形代数，微積分）と物理（力学，電磁気学，熱力学）とし，履修科目等に
応じて出題する． 

(2) 小論文口述試験 専門科目（小論文）の内容に関する試問を行う． 
(3) 専門口述試験 専門知識に関する試問を行う． 
(4) 最終口述試験 大学院学生としての意欲・適性を問う．  

３．試験日程 

(1) 第１次試験：提出された英語，学部成績，小論文を元に評価を行う． 

(2) 第２次試験 

試験科目 試験日時 試験場所 準備用具 備 考 

基礎学力口述試験 
8 月 23 日(火) 
9:00～18:00 

オンラインにて実施する 
受験票 

A4 紙数枚 
筆記用具 

オンライン受験のた
めのカメラ付PCおよ
びネットワークを用
意すること．試験時
間は出願者数により
変更の可能性あり． 

小論文口述試験 
専門口述試験 

8 月 24 日(水) 
9:00～18:00 

オンラインにて実施する 

※ 8 月 23 日(火)の基礎学力口述試験終了後，志望研究室・入学時期の変更に関するアンケート調査を行う． 

※ 出願者数がある倍率を超えた場合，第２次試験は第１次試験合格者のみに対して行う． 

(3) 第３次試験 

試験科目 試験日時 試験場所 準備用具 備 考 

最終口述試験 
8 月 29 日(月) 
11:00～13:00 オンラインにて実施する 受験票 同上 

  ※ 第 3 次試験は，第 2次試験合格者のみに対して行う． 

４．第１次試験および第２次試験合格者の発表 
第 1次試験の合格者は，8月 19 日(金) 12:00，ウェブ上で公開する（URL 等は受験票等と共に送付する）． 

第２次試験の合格者は，8月 26 日(金) 17:00，ウェブ上で公開する（URL 等は第２次試験時に指示する）． 

５．外国人等特別選考 
外国人等特別選考を希望するものは志望調査票のオンライン提出時に記入のこと． 

６．10 月入学 
既卒者および 2022 年 9 月 30 日までに卒業見込みの者は，2022 年 10 月入学を希望することができる．希望する者は

出願時に 10 月入学を選択すること．試験終了後のアンケート調査以降は変更出来ない．なお，10 月入学の場合の入学
手続等については，募集要項を参照すること． 

７．入学時期における注意事項 
10 月入学で合格した者が 9 月までに大学を卒業できなかった場合，10 月に入学できない．翌 3 月までに卒業した場

合でも 4 月入学とはならない．4 月入学で合格した者が 9 月までに大学を卒業した場合でも，10 月には入学できない． 

８．入試検定料：30,000 円 

・入試日程 B：入試日程 B での募集は行わない． 

・出願の際の注意 
(1) 入試案内書に記載されている全ての書類を提出すること（[6]-6.提出書類リストを参照）．研究科募集要項も参照． 

(2) 中国の大学を卒業した場合は，「教育部学位与研究生教育発展中心（CDGDC）」が発行する「学位証明認定書」（原本，
電子ファイルのアップロードで可）も併せて提出すること． 

(3) 修士課程において行いたい研究内容については，予め指導を希望する教員に問い合せることが可能である． 
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［４］博士後期課程(一般入試・外国人等特別選考)入学試験 

・入試日程 A 
１．選抜方法 

試験は，第１次試験（基礎学力試験，口述試験）および第２次試験（修士の学位論文又はこれに代わるものについて
の試験）により行う． 

２．基礎学力試験（本学修士課程を修了した者および 2023 年 3 月までに修了見込みの者は免除）  
(1) 英語 
TOEFL（iBT Home Edition を含む，MyBest スコアは受け付けない）あるいは TOEIC の公式スコアシートを有効とす

る．スコアシートは，出願手続き時に提出するか，2022 年 8 月 4 日(木)までにオンライン出願サイトから提出とす
る．提出方法については[6]入学試験受験者心得と研究科の募集要項も参照すること． 

(2) 学部および大学院成績 

選考にあたり学部および大学院の成績を参考するため，成績に対して本専攻の定める方法で計算した GPA を，指
定された方法（受験票とともに送付）で 8 月 4 日(木)までに送付すること．GPA の提出がなければ不合格とする．
GPA 計算方法の詳細は，受験票受け渡し後に通知する． 

３．口述試験（オンラインで実施する） 
下記の内容で，大学院博士後期課程学生としての素養や意欲を問う試験を行う． 
(1) 基礎学力口述試験 学部，大学院での講義内容に関する試問や基本的な問題をその場で解かせるなどして素養

を見る．問題の範囲は数学（線形代数，微積分）と物理（力学，電磁気学，熱力学）とし，
履修科目等に応じて出題する．本学修士課程を修了した者および 2023 年 3 月までに修了見
込みの者は免除とする． 

(2) 専門口述試験 修士課程における研究の発表（20 分）と質疑（20 分程度）． 
自身の PC において発表ができる環境と，発表資料の PDF を用意（配布できる状態に）しておくこと． 

研究計画書（出願の際の注意を参照のこと）を発表に含むこと．また，10 月入学（６．10 月入学を参照のこと）
希望者は，上記に加え修士論文又はそれに代わるものの PDF を用意すること． 

４．試験日程 

(1) 第１次試験 

試験科目 試験日時 試験場所 準備用具 備 考 

基礎学力口述試験 
8 月 23 日(火) 
9:00～18:00 

オンラインにて実施する 

受験票 
A4 紙数枚 
筆記用具 

オンライン受験のた
めのカメラ付PCおよ
びネットワークを用
意すること．試験時
間は出願者数により
変更の可能性あり． 

専門口述試験 

8 月 24 日(水) 
14:00～18:00  
8 月 25 日(木) 
9:00～12:00 

オンラインにて実施する 

(2) 第２次試験 
2023 年 4 月入学希望者に対する修士の学位論文又はこれに代わるものについての試験は 2023 年 2 月上旬に行

う．第２次試験の詳細については，第１次試験合格者のみに別途通知する．10 月入学希望者については，第１次
試験の口述試験が第２次試験を兼ねる．  

５．外国人等特別選考 
外国人等特別選考を希望する者は「志望調査票」に記入すること． 

６．10 月入学 
入試日程 A で出願した場合，修士課程修了者および 2022 年 9 月 30 日までに修了見込みの者は，2022 年 10 月入学を

希望することができる．希望する者は出願時に 10 月入学を選択すること．出願後，希望を変更する場合は，口述試験
時までに文書で申し出るとともに，口述試験時に口頭で申告すること．それ以降は変更できない．なお，10 月入学の場
合の入学手続等については募集要項を参照すること． 

７．入学時期における注意事項 
10 月入学で合格した者が 9 月までに大学院を修了できなかった場合，10 月に入学できない．翌 3 月までに修了した

場合でも 4 月入学とはならない．4 月入学で合格した者が 9 月までに大学院を修了した場合でも 10 月には入学できな
い． 

８．入試検定料：30,000 円 

・入試日程 B：入試日程 B での募集は行わない． 

・出願の際の注意 
(1) 入試案内書に記載されている全ての書類を提出すること（[6]-6.提出書類リストを参照）．研究科募集要項も参照． 

(2) 中国の大学を卒業した場合は，「教育部学位与研究生教育発展中心（CDGDC）」が発行する「学位証明認定書」（原本，
電子ファイルのアップロードで可）も併せて提出すること． 

(3) 「研究計画書」では，博士後期課程における研究計画を「どのような研究方法で，何をどこまで明らかにしようと
するのか」について，A4 用紙を用い 2,000 字程度で書くこと．特に書式は定めないが，氏名を明記の上，以下の項
目に分け具体的に記すこと．それぞれ，500 字，1,000 字，500 字程度（英語の場合，A4 用紙で，それぞれ半ペー
ジ，1ページ，半ページ程度）が目安である． 

・ 研究目的（研究の背景および国内外の研究状況等を含む） 

・ 研究内容（年次計画を含む） 

・ 研究の特色・独創的な点 

(4) 博士後期課程において行いたい研究内容については，出願前に指導を希望する教員と相談すること．ただし，事前
相談ができなかった場合でも出願を妨げるものではない． 
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［５］博士後期課程(社会人等特別選抜)入学試験 

１． 出願資格 
博士後期課程学生募集要項 ２．出願資格 (2)社会人等特別選抜の条件を満たし，かつ，エネルギー工学に関連す

る研究開発に従事してきた者． 

２． 選抜方法 
口述試験，研究業績の報告書又はこれに代わるものについての試験，出身学校の学業成績，TOEFL/TOEIC スコアなど

により評価を行う． 

３．TOEFL/TOEIC 試験（本学修士課程を修了した者は免除） 
TOEFL（iBT Home Edition を含む，MyBest スコアは受け付けない）あるいは TOEIC の公式スコアシートを有

効とする．スコアシートは，出願手続き時に願書とともに提出するか，2022 年 8 月 4 日(木)までにオンラ
イン出願サイトから提出とする．提出方法については[6]入学試験受験者心得と研究科の募集要項も参照す
ること． 

４．口述試験 
下記の内容で，大学院博士後期課程学生としての素養や意欲を問う口頭試問を行う． 

(1) 修士課程における研究又はそれに代わるものについての発表（20 分）と質疑（40 分程度）． 

自身の PC において発表ができる環境と，発表資料の PDF を用意（配布できる状態に）しておくこと． 

(2) 研究計画書（出願の際の注意参照のこと）に関する口頭試問 

(3) その他，基礎学力，専門知識等に関する口頭試問 

５．試験日程 

試験科目 試験日時 試験場所 準備用具 備 考 

口述試験 

8 月 24 日(水) 

14:00～18:00 

 

8 月 25 日(木) 

9:00～12:00 

オンラインにて実
施する 

受験票 
A4 紙数枚 
筆記用具 

オンライン受験の
ためのカメラ付 PC
およびネットワー
クを用意すること．
試験時間は出願者
数により変更の可
能性あり 

６．10 月入学 
2022 年 10 月入学を希望する者は出願時に 10 月入学を選択すること．出願後，希望を変更する場合は，口述試験時ま

でに文書で申し出るとともに，口述試験時に口頭で申告すること．それ以降は変更できない．なお，10 月入学の場合の
入学手続等については募集要項を参照すること．  

８．入試検定料：30,000 円 

・入試日程 B について 
入試日程 Bでの募集は行わない． 

・出願の際の注意 
(1) 入試案内書に記載されている全ての書類を提出すること（[6]-6.提出書類リストを参照）． 研究科募集要項も参
照． 

(2) 中国の大学を卒業した場合は，「教育部学位与研究生教育発展中心（CDGDC）」が発行する「学位証明認定書」（原本，
電子ファイルのアップロードで可）も併せて提出すること． 

(3) 「研究計画書」では，博士後期課程における研究計画を「どのような研究方法で，何をどこまで明らかにしようと
するのか」について，A4 用紙を用い 2,000 字程度で書くこと．特に書式は定めないが，氏名を明記の上，以下の項目
に分け具体的に記すこと．それぞれ，500 字，1,000 字，500 字程度（英語の場合，A4 用紙で，それぞれ半ページ，1
ページ，半ページ程度）が目安である． 

・ 研究目的（研究の背景および国内外の研究状況等を含む） 

・ 研究内容（年次計画を含む） 

・ 研究の特色・独創的な点 

(4) 博士後期課程において行いたい研究内容については，出願前に指導を希望する教員と相談すること．ただし，事前
相談ができなかった場合でも出願を妨げるものではない． 
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［６］入学試験受験者心得 

１．試験日時 
   この入試案内書に記載の「試験日程」を参照すること． 
 
２．試験方法 
   試験は，事前提出資料およびオンライン口述試験にて実施する． 
 
３．口述試験当日の準備品 

(1) 受験票 
(2) A4 紙数枚 
(3) 筆記用具 
(4) オンライン受験のためのカメラ付 PC およびネットワーク 

オンライン受験のための接続テストを希望するものに対して，2022年 8月 19日（金）14:00-
17:00 に接続テストを実施する．受験票受け渡し後に送付される URL へ接続すること． 

 
４．試験時の留意事項 

(1) 口述試験中に PC 前から離れることを許さない． 
(2) 口述試験中の用便は原則として許さない． 
(3) 口述試験中，参考書やメモ等の参照やウェブ検索等は許さない． 
(4) 口述試験の内容については，試験合否が公表されるまでは第３者に伝えてはならない．伝えた

場合は不正行為とみなす． 
(5) 口述試験中の PC 音声および画像を記録してはならない． 

 

５．英語試験について 
(1)  英語のスコアシートの提出が必要の場合，以下に従って（研究科の募集要項も併せて参照する 

こと）準備，提出すること．口述試験中の用便は原則として許さない． 
(2)  英語スコアシートは，入試日程 A の場合は令和 2(2020)年 9 月１日以降に受験したものでな

くてはならない． 
(3)  当専攻では，TOEFL（iBT (Special) Home Edition を含む，MyBest スコアは受け付けない）及び TOEIC

の公式スコアシートを有効とする（いずれかのスコアシート提出で足りるが，両方のスコアシートを提
出して不利になることはない）．スコアシートは，出願手続き時に願書とともに提出するか，2022 年 8
月 4 日(木)までにオンライン出願サイトから提出とする． 

   ※TOEFL-ITPは無効とする． 
※試験実施機関のwebsite等を参照し，余裕を持って受験すること． 

 
【TOEFLスコアシート】 
・TOEFL-iBT（又はTOEFL iBT® Home Edition）の受験を申し込む際に，以下の送付先へ公式スコアレポー

ト（Institutional Score Report）の送付を請求してください．既に受験済みのスコアを提出する場合も，以
下の送付先へ公式スコアレポートを送付するようETSへ依頼してください． 

 
TOEFL 公式スコア送付先（このコード以外で請求されると本研究科では確認すること 
ができません．） 
DI（Designated Institution）コード：“8001” Department コード：“99” 

 
※ETS から研究科へ送付される “Institutional Score Report” は海外便で送付されてくるため，請求して

から研究科に届くまでには日数を要するので，請求の手続きは志望専攻の指定した提出期限から最低2 
週間以上前に行うことをお勧めします． 

※TOEFL-iBT による受験をする際に，試験時のコンピュータ画面に本研究科のDI コード“8001”がリスト
にない場合は，試験終了後に監督官へその旨を伝え、専用用紙に記入して申請してください．（DI コー
ド:8001 以外の番号では絶対に請求しないでください．） 

※“Test Taker Score Report”をオンライン出願システムからアップロードする際はスコアに記載されている
Appointment Number（16 桁の数字）を入力する必要があります． 

 

【TOEICスコアシート】 
・TOEIC 公開テストのスコアのみを有効とします．（TOEIC スピーキングテスト/ライティングテスト，

TOEIC IP テスト（団体特別受験制度）は無効です．） 
・TOEIC の“Official Score Certificate”（公式認定証）は，オンライン出願サイトから提出してください． 
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６．提出書類リスト 
 

 

※ 提出書類の内容や提出時期の詳細は，研究科募集要項及び専攻入試案内書を確認すること． 

 
 
 
 
 

研究科が求める提出書類（修⼠・博⼠共通）

（問い合わせ先：新領域創成科学研究科教務チーム https://forms.office.com/r/qHAtjRfLW0 ）

対象者 提出〆切 提出⽅法 備考

① 写真ファイル（jpg形式） 全員 出願期間中(6⽉9⽇-6⽉15⽇)
オンライン出願システム( https://e-apply.jp/e/gsfs/ )より
アップロード

② 検定料 全員* 出願期間中(6⽉9⽇-6⽉15⽇)
オンライン出願システム( https://e-apply.jp/e/gsfs/ )から
出願後、送付される⽀払い案内メールに沿って⽀払い

*募集要項P5参
照

③ 出⾝⼤学と⼤学院の成績証明書(PDF
ファイル)

全員 出願期間中(6⽉9⽇-6⽉15⽇) PDFファイルでオンライン出願システム( https://e-
apply.jp/e/gsfs/ )よりアップロード

④
出⾝⼤学の卒業（修了）証明書(PDF
ファイル)

既卒者全員、卒業・修
了⾒込者は不要

出願期間中(6⽉9⽇-6⽉15⽇)
PDFファイルでオンライン出願システム( https://e-
apply.jp/e/gsfs/ )よりアップロード

⑤
在留カードのコピー（該当者のみ）
(PDFファイル)

⽇本在住の外国籍の者
のみ

出願期間中(6⽉9⽇-6⽉15⽇)
PDFファイルでオンライン出願システム( https://e-
apply.jp/e/gsfs/ )よりアップロード

先端エネルギー⼯学専攻【修⼠課程】が求める提出書類
（問い合わせ先：新領域創成科学研究科先端エネルギー⼯学専攻⼊試委員 ae-nyushi@apsl.k.u-tokyo.ac.jp ）

対象者 提出〆切 提出⽅法 備考
① 志望調査票（Web⼊⼒） 全員 8⽉4⽇(⽊)24:00まで Web⼊⼒（URL情報は受験票送付時期に通知する）

② 英語スコアシート 全員 8⽉4⽇(⽊)24:00まで
オンライン出願システム( https://e-apply.jp/e/gsfs/ )より
アップロード

③
成績 GPA集計表（エクセルファイルを
推奨）

全員 8⽉4⽇(⽊)24:00まで
オンライン出願システム( https://e-apply.jp/e/gsfs/ )より
アップロード

④ ⼩論⽂（⼩論⽂問題の指⽰に従うこと） 全員 8⽉4⽇(⽊)24:00まで
オンライン出願システム( https://e-apply.jp/e/gsfs/ )より
アップロード

⑤ CDGDCの発⾏する学位証明認定書（原
本の電⼦ファイルを提出）

中国の⼤学を卒業した
場合

出願期間中(6⽉9⽇-6⽉15⽇) オンライン出願システム( https://e-apply.jp/e/gsfs/ )より
アップロード

⑥ 学業・職務両⽴計画書

企業・官公庁・団体等
に在職する者で，在職
の⾝分のまま⼊学を希

望する者

出願期間中(6⽉9⽇-6⽉15⽇)
オンライン出願システム( https://e-apply.jp/e/gsfs/ )より
アップロード

先端エネルギー⼯学専攻【博⼠後期課程】が求める提出書類
（問い合わせ先：新領域創成科学研究科先端エネルギー⼯学専攻⼊試委員 ae-nyushi@apsl.k.u-tokyo.ac.jp ）

対象者 提出〆切 提出⽅法 備考
① 志望調査票（Web⼊⼒） 全員 8⽉4⽇(⽊)24:00まで Web⼊⼒（URL情報は受験票送付時期に通知する）

② 英語スコアシート
本学修⼠課程を修了ま
たは2023年3⽉までに
修了⾒込みの者は免除

8⽉4⽇(⽊)24:00まで
オンライン出願システム( https://e-apply.jp/e/gsfs/ )より
アップロード

③
成績 GPA集計表（エクセルファイル提
出を推奨）

本学修⼠課程を修了ま
たは2023年3⽉までに
修了⾒込みの者は免除

8⽉4⽇(⽊)24:00まで
オンライン出願システム( https://e-apply.jp/e/gsfs/ )より
アップロード

④
修⼠論⽂及び要旨，またはこれに代わ
るもの

⼀般⼊試・外国⼈等特
別選考においては10⽉
⼊学希望者のみ，社会
⼈等特別選抜を受験す

るものは全員

8⽉18⽇(⽊)24:00まで
オンライン出願システム( https://e-apply.jp/e/gsfs/ )より
アップロード

⑤ 発表資料 全員 8⽉18⽇(⽊)24:00まで オンライン出願システム( https://e-apply.jp/e/gsfs/ )より
アップロード

⑥ 研究計画書 全員 8⽉18⽇(⽊)24:00まで
オンライン出願システム( https://e-apply.jp/e/gsfs/ )より
アップロード

⑦
CDGDCの発⾏する学位証明認定書（原
本の電⼦ファイルを提出）

中国の⼤学を卒業した
場合

出願期間中(6⽉9⽇-6⽉15⽇)
オンライン出願システム( https://e-apply.jp/e/gsfs/ )より
アップロード

⑧ 学業・職務両⽴計画書

企業・官公庁・団体等
に在職する者で，在職
の⾝分のまま⼊学を希

望する者

出願期間中(6⽉9⽇-6⽉15⽇)
オンライン出願システム( https://e-apply.jp/e/gsfs/ )より
アップロード

【提出物】

【提出物】

【提出物】

【⼊試⽇程A】
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東京⼤学⼤学院 新領域創成科学研究科 
先端エネルギー⼯学専攻，複雑理⼯学専攻  
2023 年度修⼠課程・博⼠後期課程 
 

核融合研究教育プログラム案内書 
 

Guide to Nuclear Fusion Research  
Education Program 

 

出願期間・⼊試⽇程 
本案内書［４］を参照すること 

⼊試説明会 
本案内書［５］を参照すること 

問合せ先 
先端エネルギー⼯学専攻⼊試委員/複雑理⼯学専攻⼊試委員 

電話 04-7136-3991/04-7136-3919 
E-mail: saito@ppl.k.u-tokyo.ac.jp/contact@c.k.u-tokyo.ac.jp 

プログラムホームページ          
http://www.k.u-tokyo.ac.jp/fusion-pro/ 

 

［１］核融合研究教育プログラムの概要 
核融合エネルギーは，豊富な資源量を有する環境に優しい⼈類究極のエネルギー源です．核融合エネル

ギー開発は，国際熱核融合実験炉 ITER 計画が国際プロジェクトとして開始され，本格的な核燃焼実験へ
向けた新たな開発段階へと踏み出しました．特に我が国は，ITER 計画を中⼼とした核融合分野において，
世界的にもトップレベルの成果を挙げてきています．今後も我が国が核融合開発で主導的な役割を果たす
ためには，国際的に活躍する優秀な⼈材の継続的な育成が不可⽋です． 

東京⼤学では，このような要請に答えるべく，⼤学院新領域創成科学研究科が有する学融合を⽬指した
重厚な知的ストック，および実践的教育研究のための最先端の研究設備を基盤として，「核融合研究教育プ
ログラム」を平成 20 年度に開設する事としました．本教育プログラムは，⼤学院新領域創成科学研究科の
先端エネルギー⼯学専攻と複雑理⼯学専攻とを横断したカリキュラム体系により実施され，広範な基礎学
術を総合的かつ体系的に学べる「学融合教育カリキュラム」と，先端的な研究プロジェクトによる⾼度で
エキサイティングな「実践的研究教育カリキュラム」とを⼆本の柱としています．学融合教育カリキュラ
ムでは，プラズマ理⼯学，核融合⼯学，さらには環境・社会などの広範な分野を学際的・俯瞰的に学べま
す．実践的研究教育カリキュラムでは，先進プラズマ実験装置を積極的に活⽤し，最先端の研究プロジェ
クトに直接参画することにより，先駆的・⾰新的な研究教育を⾏います． 
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［２］研究室紹介 
■先端エネルギー⼯学専攻 

 

核融合学 
やまだ ひろし 

⼭⽥ 弘司  教授 
 

mail: yamada.hiroshi@k.u-
tokyo.ac.jp 
tel: 04-7136-4342 

 プラズマ・核融合⼯学 
おの やすし 

⼩野 靖  教授 
 
mail: ono@k.u-tokyo.ac.jp 
tel:  03-5841-6686 

     

 

プラズマ応⽤⼯学 
おの りょう 

⼩野 亮  教授 
 
mail: ryo-ono@k.u-tokyo.ac.jp 
tel:  03-5841-6663 

 

 

プラズマ物理・核融合⼯学 
いのもと みちあき 

井 通暁  教授 
 
mail: inomoto@k.u-tokyo.ac.jp 
tel:  04-7136-4341 

    

 

プラズマ材料相互作⽤・ナノ材料 
かじた しん 

梶⽥ 信  教授 
 
mail: kajita@edu.k.u-tokyo.ac.jp 
tel:  04-7136-3993 

   

 

先進核融合・プラズマ科学 
さいとう はるひこ 

齋藤 晴彦   准教授 
 
mail: saito@ppl.k.u-tokyo.ac.jp 
tel:  04-7136-3991 

 

 

プラズマ物理・核融合⼯学 
たなべ ひろし 

⽥辺 博⼠   准教授 
 
mail:  
tanabe@edu.k.u-tokyo.ac.jp 
tel: 03-5841-6690 

 

■複雑理⼯学専攻 

 

プラズマ物理・核融合・トカマク 
えじり あきら 

江尻 晶  教授 
 
mail: ejiri@k.u-tokyo.ac.jp 
tel:  04-7136-3926 

プラズマ物理・核融合・トカマク 
しのはら こうじ 

篠原 孝司  教授 
 
mail:  
shinohara@k.u-tokyo.ac.jp 
tel:  04-7136-4044 

    

 

プラズマ物理・核融合・トカマク 
つじい なおと 

辻井 直⼈  講師 
 
mail: tsujii@k.u-tokyo.ac.jp 
tel:  04-7136-3994 

  

 

 

 

 

 
 
 

■先端エネルギー⼯学専攻 連携講座/⼤学共同利⽤機関法⼈ ⾃然科学研究機構 核融合科学研究所 
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プラズマ物理・核融合 
すがま ひでお 

洲鎌 英雄  客員教授 
 
mail: sugama.hideo@nifs.ac.jp 
tel:  0572-58-2370  

核融合学 
さかもと りゅういち 

坂本 隆⼀  客員教授 
 
mail: sakamoto@nifs.ac.jp 
tel: 0572-58-2148 

    

 

プラズマ物理学・計算機シミュレーショ
ン 
うさみ しゅんすけ 

宇佐⾒ 俊介  客員准教授 
 
mail: usami.shunsuke@nifs.ac.jp 
tel:  0572-58-2356  

プラズマ物理学・核融合学・先進機器
開発 
にしうら まさき 

⻄浦 正樹  客員准教授 
 
mail: nishiura@nifs.ac.jp 
tel: 0572-58-2184 

 

■複雑理⼯学専攻 連携講座/⼤学共同利⽤機関法⼈ ⾃然科学研究機構 核融合科学研究所 

 

プラズマ物理学・シミュレーション 
とうどう やすし 

藤堂 泰  客員教授 
 

mail: todo@nifs.ac.jp 
tel: 0572-58-2270  

プラズマ物理学・画像解析 
おおだち さとし 

⼤舘 暁  客員教授 
 
mail: ohdachi@nifs.ac.jp 
tel:  0572-58-2155 

    

 

 

［３］⼊学試験に関する重要事項 
（修⼠課程・博⼠後期課程 共通） 

核融合研究教育プログラムの研究室は，先端エネルギー⼯学専攻及び複雑理⼯学専攻の両⽅から構成さ
れている．  

出願時には，指導を希望する教員を[２]研究室紹介欄の中から選び，その教員が所属する専攻の志望調
査票を提出すること（複雑理⼯︓調査票は案内書に付属，先端エネ︓案内書の指⽰に従うこと）．例えば, 先
端エネルギー⼯学専攻に所属する教員に指導を希望する場合は，先端エネルギー⼯学専攻の⼊試案内書に
付属の志望調査票を提出することとなる．  

⼊学試験は，指導を希望する教員が所属する専攻の⼊学試験を受験すること．⼊学試験の詳細について
は，例えば, 複雑理⼯学専攻に所属する教員に指導を希望する場合は，複雑理⼯学専攻の⼊試案内書を参
照すること． 

合否判定は，受験した専攻の中で，核融合研究教育プログラム以外も含む受験者全体の成績順位に基づ
き⾏われる．  

合格し⼊学した場合は，受験した専攻（先端エネルギー⼯学専攻あるいは複雑理⼯学専攻）に所属し，
核融合研究教育プログラムが定めるカリキュラムを履修する．核融合研究に必要な科⽬を重点的に履修で
きるカリキュラムとなっている．なお，出願時に核融合研究教育プログラムを希望しなかった場合，合格
後に核融合研究教育プログラムを希望しても原則として受け⼊れないので注意すること． 
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［４］出願期間・試験⽇程 
[３]で説明したように，核融合研究教育プログラム希望者が受験するのは，先端エネルギー⼯学専攻ま

たは複雑理⼯学専攻の⼊学試験である．したがって，各専攻の出願期間・試験⽇程に従うこと．⽇程の詳
細は，新領域創成科学研究科学⽣募集要項及び各専攻の⼊試案内書を参照すること． 

［５］⼊試説明会 
[３]で説明したように，核融合研究教育プログラム希望者が受験するのは，先端エネルギー⼯学専攻ま

たは複雑理⼯学専攻の⼊学試験である．したがって，各専攻の⼊試説明会を参考にすること． 

[６］カリキュラム 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

核融合研究教育プログラムを履修する学⽣は，指導する教員の所属により，先端エネルギー⼯学専攻⼜
は複雑理⼯学専攻のいずれかに所属する．したがって，修了に必要な単位数や必修科⽬は，その所属する
専攻が定めるものに従う．このとき，核融合研究教育プログラムが定める科⽬（上図○印）を含めて履修
する点が特徴である．核融合研究教育プログラム履修者が，これらの科⽬を履修する場合，所属していな
い専攻の開講科⽬であっても，所属する専攻の修了単位とすることができる． 

(1) 修⼠課程 

所属する専攻の定める必修科⽬，及び核融合研究教育プログラム科⽬ 6 単位以上を含めて 30 単位以上
履修しなければならない．  

(2) 博⼠後期課程 

所属する専攻の定める必修科⽬, 及び核融合研究教育プログラム科⽬ 2 単位以上を含めて 20 単位以上
履修しなければならない．   

 

 

    

 

 

 
 

  

    

  

  

 

 

・宇宙エネルギー 

システム論 

・エネルギー変換論 

・推進エネルギー変換工学 

・ 

・ 

・ 

・ 

・計測情報処理論 

・非線形システム 

解析論 I, II 

・実践宇宙探査学 

・ 

・ 

・ 

○核融合エネルギー工学 

○プラズマ核融合学 

○プラズマ基礎論 

○プラズマ計測法 

○非線形科学 

○プラズマ応用工学 

○先進プラズマ理工学 

○境界領域プラズマ理工学 

○Fusion Science Special 
Lecture I, II 

○核融合実践演習 

○プラズマ波動物理学 

○乱流輸送物理学 

○プラズマ物理学入門 

 

◎先端エネルギー工学演習Ⅰ,Ⅱ 

◎先端エネルギー特別講義Ⅰ,Ⅱ 

◎先端エネルギー工学輪講Ⅰ,Ⅱ 

◎先端エネルギー工学特別研究Ⅰ,Ⅱ 

◎複雑理工学輪講Ⅰ,Ⅱ 

◎複雑理工学特別研究Ⅰ,Ⅱ 

先端エネルギー工学専攻の開講科目 複雑理工学専攻の開講科目 

◎必修  ○この中から 6 単位以上（修士） 

 ○この中から 2 単位以上（博士後期） 

核融合研究教育プログラム 




